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ているであろうと考えたからである。対象は，平成 23 年 11 月 15 日時点で精神科病院認知症専門病棟
に入院していた患者のうち，1)65 歳以上，2)入院期間 6ヶ月以上，3)独歩の者とした。選択基準に適合
し保護義務者の同意が得られた研究対象者に対して，調査日(平成 23年 11月 15日)に BPSDの有無と内
容を記録し，過去 6ヶ月間の転倒歴を収集した。本研究は研究開始前に名古屋市立大学看護学部研究倫
理委員会の承認を得た(承認番号 11018)。結果は，研究対象者が 40人（平均年齢 79.8歳，男性 9人，
女性 31人）で，その内 17 人（42.5％）が過去 6ヶ月間の転倒経験を保有していた。関連要因について
多重ロジスティック回帰分析を行った結果，転倒経験オッズ比は年齢・性別・Mini Mental State 
Examination(以下 MMSE)・認知症原因疾患を調整した後でも，不眠(有/無)：7.370 (95%Cl：1.198-45.336)










施した。平成 23 年 10 月 1 日に精神科病院認知症専門病棟に入院していた患者のうち 65 歳以上の者，
独歩の者である 32人を研究対象とし，平成 23年 10月に週一回の割合で 4回測定した BPSDの有無とそ
の後 1年間の転倒に関する情報を収集した。本研究は名古屋市立大学看護学部研究倫理委員会の承認を
得た(承認番号 11018)。結果は，本研究対象者 32人（平均年齢 79.8歳 男性 6 人，女性 26人）の内，
1 年間の転倒者は 18 人（56.2%）であった。前向き 1 年間の転倒経験ハザード比は年齢・性別・MMSE・
認知症原因疾患を調整した後でも，不眠(有/無)：5.480(95%Cl：1.680-17.875)と有意差がみられた。
加齢による脳機能変化は睡眠状況に影響を与え，高齢者に夜間総睡眠時間の減少，睡眠開始の遅延，早











Alzheimer 型認知症の診断を受けた者に限定し，さらに 65 歳以上の者，独歩の者 16 名とした。保護義
務者の同意が得られた後，3 日間研究対象者の非利き手に米国 A.M.I 社製アクティグラフを装着し睡眠
関連指標（睡眠状態計測可能なアクティグラフで計測した 24 時間・点灯時間帯・消灯時間帯の睡眠時
間・覚醒時間・睡眠効率・睡眠回数・覚醒回数などの各データ）に関するデータを収集した。本研究で
は 3日間継続したデータ収集ができなかったため，アクティグラフ装着から 2日目 12時から翌日 12時
までの 24時間のデータを分析対象期間とした。その後調査日 2日目から 90日間，転倒関連情報を収集
し記録した。本研究は名古屋市立大学看護学部研究倫理委員会の承認を得た(承認番号 12028)。その結
果，研究対象者は 16 人で，平均年齢は 83.2歳，全員が女性であった。前向き 3ヶ月間に転倒したのは，
5人（31.3%)であった。睡眠関連指標の中で，有意差がみられたのは消灯時間帯における 5 分以上の覚醒
回数で，10.8±4.7回(転倒者)，4.5±2.9回(非転倒者)であり，これは，ハザード比においても年齢・



































中でも BPSD は，第一選択として薬物療法では無く非薬物療法としてのケアといわれている。 
 そこで，本研究の目的は精神科病院入院中の認知症高齢者の転倒経験と BPSD の関連を明らかにする
ことである。本研究論文は，第一研究：認知症高齢者を対象にした転倒に関する研究の動向と知見，第
二研究：精神科病院認知症専門病棟における認知症高齢者の過去６ヶ月間の転倒経験と Behavioral and 
Psychological Symptoms of Dementiaの関連，第三研究：精神科病院認知症専門病棟における認知症高








者 40名を対象にして過去 6ヶ月間の転倒経験と BPSDの関連を検討している。その結果，研究対象者の
約 4割が過去 6ヶ月間の転倒経験を保有していた。そして過去 6ヶ月間の転倒経験には，不眠が年齢・
性別・MMSE・認知症原因疾患を調整した後でも，正の関連を示した。第三研究においては，第二研究と
同一の精神科病院認知症専門病棟において，第二研究の結果を検証するために認知症高齢者 32 名を対
象にして前向き 1年間の転倒経験と BPSD の関連を検討した。その結果，本研究対象者の 56.2%が前向き
1年間の転倒経験を保有していた。さらに，前向き 1年間の転倒経験と不眠(有/無)が年齢・性別・MMSE・
認知症原因疾患を調整後でも正の関連を示した。第四研究においても先の第二，第三研究と同一施設に




とともに，転倒に BPSD が関連することを明らかとし，中でも Alzheimer 型認知症高齢者の転倒は，消
灯時間帯の 5分以上の覚醒回数が増加することで，その危険性が増すことが示され，夜間の睡眠障害が
認知症高齢者の転倒要因の一部であることが示唆された。先行研究により，地域に在住する認知機能に
障害のない高齢者の転倒要因はほぼ解明され，転倒予防に関する研究も進みつつあるが，第一研究で示
した様に認知症高齢者の転倒に関する研究は認知症の症状に関連する転倒要因を徐々に解明する段階
にある。このような状況を受け本論文は，認知症高齢者の転倒に関連する要因を認知症に特有な BPSD
に絞り，BPSD が転倒に影響を及ぼすことを横断調査で統計的に確認できたことを，さらに縦断研究にお
いてそれを再確認するなど，慎重な手続きを踏みながら真理を追究することができていた。さらに，縦
断研究で明らかになった不眠という事象に対して生理学的データを数値によって収集したことにより，
客観性のある結果を示した点も意義があると考える。しかも，認知症高齢者に対して安全で確実な機器
の装着は想像以上に困難が伴ったようである。たぶん，データ収集期間中は気の休まる時間は無かった
であろうと推察する。このような地道な作業により，消灯時間帯における 5分以上の覚醒回数が認知症
高齢者の転倒要因である可能性が示唆されたと同時に，この覚醒回数が転倒予防のための評価及び介入
指標の一部になり得る貴重な研究成果を得ることができたといえる。 
 以上により，本論文は本学学位規定に定める博士(看護学)の学位を授与することに値するものであり，
申請者は看護学における研究活動を自立して行うことに必要な高度な研究能力を有すると認め，論文審
査並びに最終試験に合格と判定する。 
 
